
21vol.『安心して暮らせる安全なまち』を目指して06 令和5年9月発行

長期保存品の水や食料こそ期限を忘れがちです。買って満足することなく、定期的に確認して期限切れを防ぎましょう！覚えておこう

災害時は、狛江のコミュニティＦＭラジオ局コマラジ（85.7MHz）からも避難情報などの情報発信を
行います！※コマラジはスマートフォンアプリ「ListenRadio」（リスラジ）でも聴くことができます。コマラジ

コマラジ リスラジアプリ

家庭内備蓄 本当に十分ですか
どのようなものがどのくらい必要なのか理解しましょう

備蓄ってなぜ必要なの？

　大規模災害時には長期間の停電や断水の他、物流が途絶えることが想定されます。また、市外から支援物資が届くまでに時間がかかることもあります。
　その期間を自宅で過ごせるよう備蓄をしていざというときに備えましょう。

トイレットペーパー
ティッシュペーパー
マッチ・ライター
ろうそく
モバイルバッテリー
ラジオ
カセットコンロ・ボンベ
懐中電灯
乾電池
ガムテープ
養生テープ
紙皿・紙コップ・割り箸
食品用ラップ
缶切り・万能ナイフ

ポリタンク
ドライシャンプー
歯ブラシ・口腔ケア用品
衣類（季節に応じたもの）
毛布
タオル
携帯トイレ

生活用品水（飲料水・生活用水）
飲料水（1日1人3リットル×人数分×7日分）
�生活用水（飲料水とは別）。水道水を入れたポリタンクを用意する、
お風呂の水をいつも張っておく、など。

食料
お米などの主食類　　　　　 缶詰
ビスケット・板チョコなど　 乾麺

　のお菓子類　　　　　　　　 レトルト食品　　

ペット用品
キャリーバッグ・ケージ　　 健康の記録　　　 おもちゃ
フードと水（５〜7日分）、　 首輪、リード

　食器　　　　　　　　　　　 おやつ
トイレ用品　　　　　　　　 常備薬、療法食

3食×7日＝21食食べ物

3L×7日＝21Ｌ（大きいペットボトル10.５本分）水

５〜7回×7日＝35～49回分トイレ

基本的には上の表のものを １ 週 間 分 備蓄する必要があります。

具体的に１週間分という数を数値で見てみると…

これは1人の７日分 です。
4人家族であればそれぞれ4倍の量が必要となります。
ご自宅の備蓄量と比べてみていかがでしたか。
十分に備蓄できていた方は少ないのではないでしょうか？

　普段食べているものを少し多めに買い置きしておき、賞味期限を考えて古
いものから消費し、消費した分を買い足すことで、常に一定量の食品が家庭
で備蓄されている状態を保つための方法。

→�缶詰やレトルト食品等、日常的に使える食べ物を多めに買っておき、食べ
る買い足すを繰り返して効率的に備蓄しましょう！

ローリングストック

　日常時と非常時という２つのフェーズをフリーにする。
　身のまわりにあるモノやサービスを、日常時だけでなく非常時にも役立て
ることができるという考え方。

→�濡れても書けるボールペンや、目盛付きの紙コップ、ファスナーを開くと
寝袋やポンチョになるクッションなど、『災害時のための』という意識を
なくし、いざという時にも使える物を日常的に使用するようにしましょ
う！
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効率的に備蓄しよう！
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